
ケンチク BOOK

住宅から大
規模ケンチ

クまで。

未来のケンチクを背負って立つ人募集中。

今どきの人気のある職業って何でしょう？

実は建築業界では、若手の建築士が少なくて困っています。

大ベテランの建築士が多数を占める建築業界、

10年後には現役世代が半数になってしまいます。

このままでは日本の建築が立ち行かなくなるのでは．．．

これって、今から建築を目指す人にとってはイイ話。

チャンスだと思いませんか？

建築という仕事は絶対に無くならないのだから。

ケンチクを学ぶということは、仕事での大きな特技となります！
誰でもできる仕事ではありません。
建築設計工学科では、「本物の家」を設計するカリキュラムで他では体験できない学びの中で
未経験の方からでも、基礎から”しっかり”プロに育てます！

建築設計工学科の学生の日常をご覧ください！左のしおりから
ページを進めて
ください。

←
←
←



ケンチクってオモシロイ？



ここにいるみんなもフェリカに来るまでケンチクのシロウト。

けれど、今は違います。

ケンチクを０からていねいに学び、

建築家の先生から直接指導を受けて

家創りのノウハウを修得しつつあります。

４年間じっくりケンチクと向き合って、

ケンチクで生きていく術を得ようとしています。
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群馬県出身。本校建築設計工学科卒業。
大手ゼネコン清水建設株式会社勤務。
施工管理技術者として活躍中。

●●　●●細野　宏樹

「いや～照れますね。」

OB 訪問　先パイに聞いてみよう。 建築技術者・施工管理技士ってどんな仕事ですか？
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フェリカならケンチクがどんどん好きになる。

短

多

得

近

ケンチク比率

一、二級建築士受験資格短縮認定

より実社会に近い学習環境

確実に知識・技術を修得　　

フェリカで学ぶことは、建築士への近道になる。

目標の国家資格、一級建築士や一級建築施工管理技士の受験資格が実務経験２年で

得られます。夢への最短コースです。

建築づけになる。大学とは違い４年間の修業期間のほとんどが建築専門科目の

学習に当てられる。比べてみても、建築の密度が濃いのは間違いなくフェリカです。

現役建築家の直接指導。

カリキュラムに住宅実施設計があるのは全国でもフェリカだけ。

「在学中に本物の家を設計する授業」　その実務の中から設計ノウハウを学ぶ。

実物を創るから解ることがある。

大学教育とは異なる実践型教育。フェリカで実力を備える。

フェリカなら

建築設計工学科なら、

ケンチクの面白さも、やりがいも、

ムズカシさも、全部実感できる。

すぐ近くに先生がいてくれる、仲間がいる。

そして、

ケンチクの勉強をしようと思ったら、進路の選択肢は幾つかある。

けれど、本当の実力＝実践力をつけられる道はそう多くない。

フェリカは、他のどの教育機関とも違う、

ケンチクという職業を目指す人に、生きる術を教えている。

フェリカでしか学べないことがある。

すべ

＊1

＊2

＊1・・・本校では建築設計工学科、建築デザイン科（いずれも４年制）のほか、建築科（２年制）を設置しています。　

＊2・・・建築科（２年制）の一級建築士受験資格は卒業後実務経験４年で得られます。

　　　　  二級建築士は、全学科とも卒業と同時（実務経験０年）に受験資格が得られます。　
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